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開催日   大会名　　 　　  開催センター

8月27～31日の5日間、都内豊島区の池袋ロサボウルにて開催されるio.LEAGUE（後期）出場
のチーム湘南に宮澤拓哉（61期）、チーム福岡に鶴井亜南（47期）がそれぞれ追加登録された。こ
れにより、両チームの所属選手は以下のとおりとなる。
【チーム湘南】永野すばる／斉藤琢哉／甘糟翔太／宮澤拓哉／名和秋／小久保実希／本橋優美（7
名）
【チーム福岡】川添奨太／原口優馬／德久恵大／藤永北斗／中野麻理子／中島瑞葵／鶴井亜南／原
野萌花（8名）

●io.LEAGUE（後期）追加登録選手短信

7月17・18・25日の3日間に4会場で順次開催されたJPBAシーズントライアル（ST）2024
サマーシリーズの優勝者は下記のとおり。各会場とも予選8Ｇ・準決勝4Ｇを経て上位8名が
シュートアウト方式の決勝（1Ｇマッチ）にて覇を競った。
・A会場（7月17日／宇都宮第二トーヨーボウル＝74名参加）
　斉藤琢哉（48期：伊勢原ボウリングセンター＝ST6勝目）
・C会場（7月17日／ＭＫボウル上賀茂＝62名参加）
　安里秀策（59期：㈱コロナワールド＝ST2勝目）
・B会場（7月18日／川崎グランドボウル＝69名参加）
　森本健太（51期：蒲田イモンボウル／ハイ・スポーツ社＝ST4勝目）
・D会場（7月25日／ミスズボウル＝34名参加）
　津島悟志（43期：ラウンドワンジャパン＝ST初優勝）

●シーズントライアル2024サマーシリーズ

(公財)JAPAN BOWLING（JB／
丹羽秀樹会長）は10月22～24日の
3日間、群馬県太田市のドリームスタ
ジアム太田にて「健康ボウラー日本大
会2024」と銘打った競技会を開催す
る。全国各地の健康ボウリング教室
や健康リーグで活動しているボウ
ラーに「普段と違うセンターで、普段
よりも規模の大きな試合」という新た
な活動体験の提供を目途とした大会
で、会期中には懇親パーティーや会
場近隣の名所を巡るオプショナルツ

アーも実施される。
競技は男女各2名の混合4人チーム戦

（H/Cあり）で、チーム24Ｇ（4×6Ｇ）
トータルで優勝を争う。エントリー枠
は最大76チームで、すでに先着順のプ
レエントリーは受付を終了しているが、
現在センター予選会を開催中（9月16日
まで）。本エントリーの締め切りは9月
30日となっている。申し込み ・問い合
わせは健康ボウラー日本大会事務局(☎
03-6804-5605またはemai l  :  
info@japan-bowring.or.jp）まで。

JAPAN BOWLINGが今秋「健康ボウリング日本大会2024」を開催！

▲プロのio.LEAGUE（左）やJB主催のTEAM FESTIVALでチーム戦の面白さが見直されている昨今、健康ボ
ウラーを対象としたこの大会がどんな化学反応を業界に引き起こすか、要注目だ

第50回全日本シニア選手権

NBF（日本ボウラーズ連盟／白石雅
俊理事長）主催の「第50回全日本シニア
ボウリング選手権大会」が7月20・21
の両日、宮城県仙台市のコロナキャッ
トボウル仙台に31の都道府県連から男
子151名・女子59名のシニア会員（満
50歳以上）が参加して開催された。
競技はH/Cありのシングルス戦。予
選9Ｇ・準決勝3Ｇを経て男子は上位
16名、女子は同8名が決勝3Ｇを投球
し、計15Ｇトータルピンで優勝が争わ
れた。
その結果、男子は1位進出の大津欣
也選手（北海道）が決勝も700アップの
スコアでまとめ、トータル3500（スク
ラッチ3260）でうれしい大会初優勝。

女子も1位進出の小見渕典子選手（神奈
川）が3280（同3055）のスコアで、2
年ぶり4度目の優勝を飾った。

▲男女優勝者。大津選手（左）は「最近調子はよく
なかったので、この結果は出来過ぎ」、小見渕選
手は「難コンディションなので打てるときに打と
うと思った。使用したボールがハマってくれた」と
それぞれコメント（©NBF）

7月 20・21日 ／ コロナキャットボウル仙台

男子・大津欣也選手が大会初Ｖ、
女子は小見渕典子選手が2年ぶりＶ4

ボウリング業界から2社が出展第2回レジャー＆アミューズメントEXPO

2024年8月10日発行 〔７〕The Bowling JournalThe Bowling Journal

ＴＯＰＩＣＳ ＆ ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

7月3～5日の3日間、都内江東区有
明の東京ビッグサイトにて大規模な国
際商談展「第2回レジャー＆アミューズ
メントEXPO」が開催され、昨年同様に
国内外から多数のアミューズメント機
器製造メーカーやソフト開発会社が出
展した。
ボウリング業界からは、昨年に引き
続きFUNK社（株式会社
ファンクボウリング
ジャパン）がドイツ製の
ストリングピンセッ
ターを出展。隣り合わ
せに並んだブースでは、
ABSがQubicaAMF製
のEDGE String（ES）
と、あらゆるデジタル
コンテンツと連動可能

▲FUNK社の展示ブース。同社
は2年連続のEXPO出展だ

▲ABSのブースでは元群馬テレビ
アナウンサーの三上彩奈プロがア
テンドを務めていた

(一社)兵庫県ボウリング連盟（松下秀
雄会長）主催のJB公認大会「兵庫県知事
杯　第62回兵庫県民ボウリング大会」
が7月14日、姫路市の青山スポーツ
ガーデンにて開催された。
兵庫県連登録会員のほか、同県在住・
在勤・在学の一般ボウラーも参加でき
る大会で、今年は13チームが参加。競
技は4人チーム戦（男女混合3Ｇ）、2人
チーム戦（同）、個人総合決定戦の3種
目（いずれもH/Cあり）で、個人総合は
チーム戦6Ｇの上位者（男子16名・女子
12名）がさらに3Ｇを投球し、9Ｇトー
タルで優勝が争われた。
各種目の優勝者は以下のとおり。

●4人チーム戦（4×3Ｇ）
姫路クラブB（小松秀誠・石橋利一・
今井信良・南汰樹）

●2人チーム戦（2×3Ｇ）
西宮クラブB（草留智大・高橋颯太）

●個人総合決定戦（9Ｇ）
男子：芝栁迅人（神戸スカイクラブ）
女子：中上佐代子（同）
また、各種目の1～6位に付与される
ポイントの合計点で争われた団体総合優
勝には神戸スカイクラブが輝いた。

兵庫県知事杯　第��回兵庫県民大会

神戸スカイクラブが団体総合優勝

▲個人総合男子優勝の芝栁迅人選手は16歳
の現役高校生。プロを目指しているという

なマスキングシステム「ネオバース」を展
示していた。
いわゆる“吊りピン”のストリングピン
セッターとESは、メンテナンスの容易
さと経済性が最大の特長であり魅力。諸
物価高騰の折、両社のシェア獲得競争も
相まって、急速に普及していくかもしれ
ない。


